
令和３年３月第1回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

（１）
コミュニティバスの現状に
ついて

・

地域公共交通会議において、新路線、運行経路の見直し
があったが、どのような利便性の向上がはかられたか。予
算７０００万円、料金収入１０００万円、住民一人当たり毎日
１０円の負担に相当するが、移動の自由を保障する公共政
策として、必要である。今後、MaaS(Mobility as a Service)の
伸展も踏まえ、他の市町のコミュニティバスや他の交通機
関との連携も検討されるか。

（２） 庁舎耐震強化について ・

庁舎の整備建替えの動きが止まっているが、現庁舎で執
務が続く限り、現庁舎に何らかの耐震補強が必要である。
減築や将来の別用途利用を見据えた耐震補強が必要であ
る。

（３）
１次産業等への町独自の
支援金支給について

・

緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営業などにより影響を
受け、５０%以上の売上減少の事業者に国の支援金支給が
ある。町独自に持続化給付金での対応と同様、１%以上５
０%未満の前年比減少の事業者に対する給付金を検討す
べきである。

（４）
広域下水計画と合併浄化
槽補助金増額について

・

下水道エリア計画と合併浄化槽普及エリアとの兼ね合いを
図るべきである。市街化区域でも端部や調整区域では、戸
別合併浄化槽ないし集合浄化槽の普及を図り、補助金を
増額すべきである。広域下水本管は工費がかさむ。下水と
浄化槽では、１KM１億円か１０戸１千万円かのコスト計算で
計画すべきである。

・
小中学校の児童・生徒への端末配備とネット環境の整備状
況は？

・教職員への端末配備は？

・教職員のネット授業へのサポートは？

（２）
岬町サイクルルートの整
備を！

町内の沿岸道路を整備してサイクリストの集客を！

（３）
行政手続きの住民負担軽
減について

・複数の窓口に関わる行政手続きをワンストップに！

（１）
町職員の災害に対する取
り組みについて

・

町内で地震や水害が発生したときには災害の大きさなどで
職員内でシフトが組まれ、対応することになっていると聞く。
日頃から訓練を実施し、急な災害に対応できる人材を育成
しておくべきではないか？

・
町内の山間部や登山道で携帯電話の電波受信状況マップ
を作られては？

・
電波がつながらないスポットの解消に向けて携帯電話会社
に働きかけるべきではないか？

・マイナンバーカードの普及活動と交付実績は？

・
障害者手帳とマイナンバーカードの連携を進めるべきで
は？

竹原 伸晃 （２）
ハイキングや山菜取りで
山道に迷わないために

（３）
マイナンバーカードの普及
に向けて

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

谷﨑　整史

坂原 正勝

（１）
GIGAスクール構想の進捗
について



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

（１）
超過税率引下に伴う財源
確保策は

・この減収を埋める財源対策について

（２）
災害時避難施設のコロナ
対策について

・
本町においても南海トラフ地震発生が想定されています、
避難施設の感染症防止対策は？

新型コロナウイルスの新規陽性者は減少傾向にあるが、
住民のくらしと事業者への被害は深刻化している。
住民の命と健康・事業者の営業を守るために、来年度にお
いても、今年度努力してきた独自施策を継続・拡充すること
が必要ではないか。

①PCR等検査の体制の現状とさらなる拡充について

②ワクチン接種の準備状況について

③町独自の支援策の継続・拡充について

（２）
「新たなみさき公園」づくり
について

・進捗状況と今後の計画を問う

（３）
「今後の教育環境」の在り
方について

・

「令和２年度総合教育会議」が開催され、来年度からの複
式学級導入や小学校の統廃合などについて意見が交わさ
れた。
岬町ならではの豊かな教育を実現するための環境整備に
ついて、今後の方策を問う。

松尾 　匡 （１）
岬町に求められる町づくり
の本質について

・

新たな年度を迎えるにあたり、総合計画の策定も大詰めを
迎えており、先日、町政運営方針（概要）案も議員に配布さ
れました。その総合計画や運営方針は、はたして本当に、
住民や岬町に訪れる方々が求めていることを反映している
のか、あらゆる方面からお伺いします。

奥野 　学

中原 　晶

（１）
コロナ危機を乗り越えるた
めに

・

和田 勝弘


